
令和７ 年度 第４ 回 伊勢地域公共交通会議【 書面会議】

事 項 書

１ ． 議 題

議案第 1 号 令和７ 年度 地域公共交通確保維持改善事業に関する 事業評価について



議案第１ 号

令和７ 年度 地域公共交通確保維持改善事業に関する 事業評価について

１ 要 旨

国の地域公共交通確保維持改善事業によ る 支援を 受けた事業については、 効果的かつ

効率的に事業を推進する ため、 補助金交付要綱及び実施要領によ り 、 事業の実施状況の

確認及び目標達成状況等の評価（ 一次評価） を 行う こ と になっていま す。

こ れに伴い、 本交通会議で計画・ 実施し た事業について、 別紙によ り 評価（ 一次評価）

を 行い、 中部運輸局へ提出する も のです。

２ 補助金の名称

地域公共交通確保維持改善事業費補助金

※ 参考： 補助金交付要綱第１ 条

こ の補助金は、 生活交通の存続が危機に瀕し ている 地域等において、 地域の特性・ 実情に

最適な移動手段が提供さ れ、 ま た、 バリ アフリ ー化や、 よ り 制約の少ないシス テムの導入等

移動に当たっての様々な障害の解消等がさ れる よ う 、 地域公共交通の確保・ 維持・ 改善を支

援する こ と を目的と する 。

３ 評価対象事業

（ 1） 地域公共交通確保維持事業

陸上交通における 地域内フ ィ ーダー系統

①おかげバス

（ 鹿海・ 朝熊線、 東大淀・ 明野・ 小俣線、 二見線、 辻久留・ 藤里線、

環状線）

②沼木地区自主運行バス （ 市内連絡用（ 1） ・ （ 2） ・ （ 3） 、

市内連絡・ 買物用（ 1） ）

４ 提出書類

別紙のと おり

（ 1） 地域公共交通確保維持改善に関する 自己評価概要（ 中部様式）

（ 2） 地域公共交通確保維持改善事業・ 事業評価

（ 生活交通確保維持改善計画に基づく 事業）（ 別添１ 、 別添１ －２ ）



伊勢地域公共交通会議
（ 伊勢市）

令和７ 年度 地域公共交通確保維持改善に関する 自己評価
（ 及び地域公共交通計画の評価結果）  概要（ 全体）

中部様式

平成18年11月30日設置

令和２ 年３ 月25日 伊勢市地域公共交通網形成計画策定
           （ 計画期間: 令和２ 年４ 月～令和８ 年３ 月）

令和６ 年６ 月24日 フ ィ ーダー系統 確保維持計画策定

評価対象の地域公共交通確保維持事業
 ・ 地域内フ ィ ーダー系統確保維持国庫補助金
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1.【 Plan】 協議会等が目指す地域公共交通の姿 

地域の特性と 背景
〇人口: 経年的に減少傾向、 高齢化は着実に進展（ R２ 時点高齢化率: 32％ H27時点高齢化率: 29％）

〇コ ミ ュ ニティ バス : Ｈ19 .4から 運行開始、 利用の約7 割が6 5 歳以上、 目的は買物・ 通院が多い

〇市内環状バス : 社会実験運行後、 Ｒ 2.4 .1から おかげバス 環状線と し て本格運行

〇路線バス : 利用者数は市民が主に利用する 一般路線で減少、 年齢層は幅広く 、 観光利用が特に多いほか、

        通勤や通院、 買い物など 多様な利用目的

〇H28 .3「 伊勢市地域公共交通網形成計画」 策定、 Ｒ 2 .3 に改訂

総合計画・ 都市マス ・ 立地適正化計画における 公共交通（ バス ） の位置づけ
〇誰も が安心し て移動でき る ための地域公共交通の充実 〇誰も が利用し やすい公共交通手段の充実
〇地域間交流の促進 〇生活基盤と し ての公共交通の確保 〇公共交通の利用促進によ り 交流人口の増加 
〇鉄道やバス 、 タ ク シーなど 様々な公共交通の連携

（ 改訂） 伊勢市地域公共交通網形成計画

〇計画期間
 令和２ 年度～令和７ 年度
 ※現在、 令和８ 年度～令和12年度ま での
  次期計画（ 案） を 策定作業中
（ 令和６ 年度に地域公共交通調査事業を 活用）

〇基本方針
 ①日常生活で利用でき る 公共交通を 目指す
 ②公共交通を 利用し た観光交流人口の増加を 目指す
 ③地域の関係者が協働・ 連携し ながら 自ら 公共交通を 支える

伊勢市地域公共交通体系のイ メ ージ
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伊勢神宮
（ 内宮）

二見
(夫婦岩)

沼木地区

伊勢神宮
（ 外宮）



  

2.【 Do】 目標達成に向けた公共交通に関する 主な具体的取組 

主な取り 組み内容 

 

令和2年4月から の本格運行を開始後、 新型コ ロ ナ感染症の影響を受けつつも 、 令和6年度に至る ま で全体的な利
用者が増加傾向。 ★利用者数: 4 2 ,2 6 4 人（ R2 年度） →6 0 ,6 1 1 人（ R6 年度）

 

その他のおかげバス や路線バス 、 鉄道およ び

地域運営乗合タ ク シーと の乗り 継ぎ割引を 継続し て実施。

 
 

               
バス に乗る 機会が減少する なか、 バス への興味喚起
や利用啓発のため、 市内の小学校5 校と ま ちづく り
協議会１ 団体で実施。
※児童124人と
 住民19人が参加
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・ バス の乗り 方
・ 運賃・ ICカード について
・ 乗車マナー（ 小学生）
・ 乗り 継ぎ案内（ ま ち協）
・ 体験試乗

❏運行時間: 約90分/１ 周
❏運行距離: 18.2km / １ 周
❏運行回数: 右回り 、 左回り 各９ 便
❏バス 停留所: 31箇所
❏運賃: 大人200円、 高齢者100円

伊勢ま つり にて「 のり も のふれあい広場」 を 出展。
電気バス の展示・ バス 乗務員制服着用体験や
バス のク イ ズラ リ ーで利用啓発を 実施。
ま た同会場にて、 バス ポス タ ーの表彰式を実施。

  

各年度4月～3月の利用者数



4地域公共交通を 便利で有効な移動手段と し て認識し ても ら う き っかけ作り と し て、 今年度から 各種選挙時の
期日前投票所への移動支援の実施する ほか、 市制2 0 周年記念事業の一環と し てバス 等のお試し 乗車券がつい
たチラ シの広報誌への同時配布を 行っ た。

 各種選挙の開催時、 自宅から
期日前投票所への往復に使う バス 等の
運賃を 、 投票所入場券の提示で無料化
する 移動支援を 開始し た。
（ 実績:
7 月参議院議員選挙・ ・ 1 2 0 件
9 月三重県知事選挙・ ・ 1 0 0 件
1 0 月伊勢市長 ・ 市議会議員選挙
・ ・ 1 0 6 件）

2.【 Do】 目標達成に向けた公共交通に関する 主な具体的取組 

期日前投票所への移動支援

市制2 0 周年記念「みんなでバスに乗ってこに! 」
（ お試し乗車券配布等）

バス の乗り 方等を 記載し た
チラ シを 広報誌へ折り 込み、
伊勢市内に全戸配布を 行った。
チラ シには、 伊勢市内の
路線バス やコ ミ ュ ニティ バス に
無料で乗車でき る 「 お試し 乗車券」

２ 回分を 添付し 、 バス を 使っ た
おでかけを 促し た。
（ 3 日間で2 ,1 6 8 件の利用）

R ７ 年1 1 月１ 日～1 1 月３ 日

R ７ 年７ 月～
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みほん

公共交通でゆく　
神宮1 2 5 社めぐり帖 

 伊勢市や周辺に点在する 神宮125社を 公共交通で
めぐ る ための、 モデルコ ース を提案する サイ ト を
開設し た。

 3月8日（ 土） にはモデルコ ース を も と にし た
ウ ォ ーキングツ アーを 開催し た。

（ 実績:ウ ォ ーキン グツ アー参加者1 5 名（ 満員） ）  

R ７ 年２ 月～

みほん

みほん

みほん S N S アカウント の開設 

 伊勢市の公共交通に関する 情報を 発信する ツ ール
と し て、 X・ instag ram のアカウ ント を 作成し 、
情報発信を 開始し た。

R7 年7 月～



目標・指標 現況値 目標値

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

基本方針1 　日常生活で利用できる公共交通を目指す

目標①　路線バスの運行維持・改善

外宮内宮線･CAN ばす･二

見サンアリーナ線を除く路線バ

スの利用者数

1,584,300人 1,491,500人 989,300人 1,043,900人 1,129,400人 1,128,900人 1,138,200人 158万人

目標② コミュニティバスの運行継続・改善の指標と目標値

おかげバス・おかげバスデマンド

の利用者数
81,654人 120,886人 101,367人 103,744人 115,754人 123,024人 128,563人 89,000人

沼木バスの利用者数（ スクー

ル用を除く）
3,722人 3,113人 2,074人 1,581人 1,865人 2,345人 2,677人 3,700人

年間利用者数72 名未満の

コミュニティバス停留所の割合
31% 34% 29% 25% 28% 20% 23% 21%

目標③ 公共交通の利便性向上

外宮内宮線･CAN ばす･二

見アリーナ線を除く路線バスの

利用者数

1,584,300人 1,491,500人 989,300人 1,043,900人 1,129,400人 1,128,900人 1,138,200人 158万人

おかげバス・おかげバスデマンド

の利用者数
81,654人 120,886人 101,367人 103,744人 115,754人 123,024人 128,563人 89,000人

沼木バスの利用者数（ スクー

ル用を除く）
3,722人 3,113人 2,074人 1,581人 1,865人 2,345人 2,677人 3,700人

市民アンケートの交通環境満

足度（ 満足・どちらかといえば

満足）

49% 47% 51% 50% 42% 31% 32% 59%

基本方針2 　公共交通を利用した観光交流人口の増加を目指す

目標① 公共交通を利用した観光振興の推進

内宮参拝者の公共交通利用

率
31% 34% 9% 17% 25% 26% 26% 35%

外宮内宮線･CAN ばす･二

見サンアリーナ線路線バスの

利用者数

2,676,600人 2,769,900人 1,130,500人 1,229,400人 1,576,900人 1,653,600人 1,783,300人 300万人

基本方針 3 　地域の関係者が協働・連携しながら自ら公共交通を支える

目標① 利用するきっかけの創出

公共交通の啓発・利用促進

事業に参加した人数
857人 838人 187人 351人 1,302人 980人 986人 940人

目標② わかりやすい情報提供の展開

おかげバス・おかげバスデマンド

のページ(伊勢市ホームペー

ジ)アクセス数

3,876件 51,930件 24,906件 35,181件 72,368件 79,481件 64,719件 42,000件

目標③ 公共交通を地域で支え、育てる

伊勢地域公共交通会議の開

催数
5回/年 4回/年 4回/年 3回/年 4回/年 4回/年 5回/年 4回/年

※薄字は重複項目 前回改訂 新型コロナウイルス

:目標値を下回る 路線再編

3.【 Check】 計画の目標の達成状況と その理由についての考察  5

目標値は10項目（ 重複除く ） 中、 ４ 項目で達成、 ６ 項目が未達。

⇒全般的にコ ロ ナ後の生活様式の変化を 踏ま えた目標値の再設定が必要

⇒利用が低迷し ている 公共交通利用率を 上げる ための施策が必要



3.【 Check】 計画の目標の達成状況と その理由についての考察 

生活交通確保維持改善計画

おかげバス
利用者数（ 評価期間R6.10～R7.9） １ 人１ 回あたり 輸送コ ス ト

目標 実績 達成率 目標 実績 差

鹿海・ 朝熊線 8,700人 7,307人 84% 1,280円 1,532円 252円
東大淀・ 明野・ 小俣線 23,400人 23,997人 103% 1,370円 1,337円 -33円
二見線 12,300人 10,972人 89% 1,550円 1,748円 198円
辻久留・ 藤里線 13,000人 14,648人 113% 1,520円 1,356円 -164円
環状線 59,700人 62,087人 104% 740円 718円 -22円

計 117,100人 119,011人 102% － － －

沼木地区自主運行バス
利用者数（ 評価期間R6.10～R7.9）

目標 実績 達成率

市内連絡用（ 1） 310人 342人 110%

市内連絡用（ 2） 930人 333人 36%
市内連絡用（ 3） 310人 103人 33%

南伊勢高校度会校舎前連絡(補助対象外) 310人 286人 92%

市内連絡・ 買物用（ 1） 1,550人 1,553人 100%

計 3,410人 2,617人 77%未達成

※自己評価を 行っ た会議: 第４ 回伊勢地域公共交通会議（ 令和7 年1 2 月、 書面決議）

未達成

未達成

達成

未達成

未達成

未達成

【 目標値】 R6の実績に対し 伸び率＋2.6％  環状線・ ・ ・ R6の目標値（ 57,920人） に対し 伸び率+ 3.0％

達成

【 目標値】
沼木バス ・ ・ ・ 補助基準の下限であ る 、
片道あたり １ 名以上乗車を 目標
→市内連絡用(2) ( 3 ) は、 補助基準の目標に
対し 、 実績が大き く 下回っ ている 。
市内連絡用(2)は、 「 市内連絡・ 買い物用（
1） 」 の始発場所ま で回送し ていたも のを 路
線化し たこ と によ る も ので、 市内連絡用(3)
は車両の運用上、 買い物用便のう ち特に利
用が少ない時刻の便の運行区間を 短縮し た
も の。

★

★

（ 床ノ 木→神薗）

（ 床ノ 木～横輪口）

（ 津村口→床ノ 木）

（ 床ノ 木～度会町）
★

★おかげバス は、 環状線と 東大淀・ 明野・ 小俣線で前年度の利用者を 上回った。

⇒特に鹿海・ 朝熊線は毎年利用者が減少し ている ため、 利用者ニーズに沿っ た路線・ ダイ ヤの見直し が
必要である 。 鹿海・ 朝熊線と 二見線は改善検討が必要である こ と を 次期計画に位置付ける 。

⇒全体的な利用の底上げと し て、 現在の非利用者に対する 効果的な利用促進施策が必要

6

達成★

⇒系統によ り バラ つき が大き く 、 定期利用者が1名いる かいないかで、 のべ利用者数も 大き く 変わる 。

達成★

達成

達成
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R6-7 おかげバス 利用者数推移

おかげバス 4路線

おかげバス 4路線+環状線

目標値ラ イ ン 4,783人／月
（ おかげバス 4路線）

3.【 Check】 計画の目標の達成状況と その理由についての考察 

【 参考】 利用者数の推移

令和７ 年度生活交通確保維持改善計画期間

令和７ 年度生活交通確保維持改善計画期間
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目標値ラ イ ン  9,758人／月
（ おかげバス 4路線＋環状線）

目標値ラ イ ン  285人／月
（ 沼木バス ）
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R6-7 沼木バス 利用者数推移



3.【 Check】 計画の目標の達成状況と その理由についての考察 

【 参考】 （ 改訂） 伊勢市地域公共交通網形成計画の評価指標と 現況値

Ｎ

ｏ
指標

計画策定時
（ H30年度数値）

実績値
目標値

（ R7年度）

1
路線バス の利用者数（ 外宮内宮線・ Ｃ Ａ Ｎ ば
す・ 二見サンアリ ーナ線を除く ）

1,584,300人 1,138,200人 1,580,000人

2 おかげバス の利用者数 81,654人 126,071人 122,200人

3 おかげバス デマンド の利用者数 3,573人 2,462人 3,041人

4
沼木バス の利用者数（ ス ク ール用を除く ）
※令和3年度よ り 沼木バス デマンド も 含む

3,722人 3,145人 3,410人

5
年間利用者数72名未満のコ ミ ュ ニティ バス 停
留所の割合

31％ 23％ 21％

6
市民アンケート の交通環境満足度（ 満足・ ど
ちら かと いえば満足）

49％ 32％ 59％

7 内宮の参拝者の公共交通利用率 31％ 26％ 35％

8
路線バス の利用者数（ 外宮内宮線・ Ｃ Ａ Ｎ ば
す・ 二見サンアリ ーナ線）

2,676,600人 1,783,300人 3,000,000人

9
公共交通の啓発・ 利用促進事業に参加し た
人数

857人 986人 940人

10
おかげバス ・ おかげバス デマンド のページ
（ 伊勢市ホーム ページ） アク セス 数

38,376件 64,719件 42,000件

11 伊勢地域公共交通会議の開催数 5回/年 5回/年 4回/年

未達成

未達成

達成

未達成

未達成

未達成

達成

達成
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達成

（ R6.10～R7.9）

（ R6.10～R7.9）

（ R6.10～R7.9）

（ R6.10～R7.9）

（ R6.10～R7.9）

（ R6.10～R7.9）

（ 令和6年度）

（ 令和6年度）

（ 令和6年度）

（ 令和6年度）

（ 令和6年度）

（ 令和6年度）

（ 令和6年度）

（ 令和6年度）

未達成

未達成



4.【 Act】 計画目標の達成に向けた今後の取組方針

●課題と 対応

〇コ ミ ュ ニティ バス  

・ おかげバス : 鹿海・ 朝熊線、 二見線の利用者が目標未達成

 ⇒鹿海・ 朝熊線や二見線のよ う な減少傾向の路線は、 特に地域住民と の意見交換会など を 通じ た利用の調査を
行い、 それら を 勘案し たバス 停位置や路線の再編、 ダイ ヤ変更など の検討が必要。 改善予定路線と し て次期計
画に位置付ける 。

・ 沼木バス : 去年は通学定期利用が消失し て基準を満たせなかった系統が、 今年は補助基準を 満たし た。

 ⇒通学利用はなく なっ たが、 定期的に利用さ れる 方が現れたこ と で、 市内連絡用（ 1） の系統は補助基準を 満
たすこ と ができ た。 利用者の掘り 起こ し と し て、 高齢者層を中心に自動車依存の生活から 沼木バス を利用する
生活への移行を 支援する 取り 組みを、 運行事業者の沼木ま ちづく り 協議会と 連携し て実施する 必要がある 。

〇公共交通機関の周知・ 利用啓発

・ 啓発手段と し て、 例年実施し ている 時刻表の作成配布、 広報誌やS N S アカウ ン ト での情報発信、

 バス の乗り 方教室の開催、 バス ポス タ ーコ ンク ールのほか、 バス の乗り 方を やさ し く 解説し た

 「 やさ し いバス の乗り 方ガイ ド 」 を作成する 予定。

・ 「 バス の乗り 方」 を わかり やすく 解説し た動画コ ン テン ツ （ 多言語） を活用し 、 非利用者層の市民と

 観光客（ イ ンバウ ン ド 含む） 双方の利用率向上を 目指す。

・ 観光目的の公共交通機関によ る 来訪も 回復基調 

 ⇒式年遷宮を 機に関心が高ま る と 考えら れる 神宮125社を めぐ る モデルコ ース の発信を 引き 続き 更新し てい
く 。 ま た、 観光客（ イ ンバウ ンド を含む） に対する アプロ ―チを 次期計画に位置付ける 。

〇バス の利用環境の改善

 ⇒環状線での乗継割引券、 バス 情報フ ォ ーマッ ト Ｇ Ｔ Ｆ Ｓ -Ｊ Ｐ でのデータ 提供やバス ロ ケシス テム と 連携し
たリ アルタ イ ム 表示、 キャ ッ シュ レ ス 決済サービ ス 等の継続実施

 ⇒選挙開催時の期日前投票利用者の移動支援のほか、 バス 待合環境改善のためのベン チ設置、 お試し 乗車券
のよ う な、 バス に乗る き っかけづく り を創出し 、 新規利用者の掘り 起こ し と 利用の定着を 図る 。

9



5.直近2年間の二次評価の活用・ 対応状況

年度 二次評価結果
事業評価結果の反映状況

（ 具体的対応内容）
今後の対応方針

前
回

・ 目標の達成に向け、 周知や利
用啓発と いっ た取組の継続的な
実施に加え、 おかげバス の1日
乗車券のデジタ ルチケッ ト の追
加やGTFSリ アルタ イ ムの導入な
ど 、 新規の取組も 積極的に実施

し ている こ と を 評価し ま す。

・ バス の乗り 方教室や伊勢ま つ
り のよ う な利用啓発に加え、 利
便性の向上につながる 施策はデ
ジタ ル技術の活用と あわせて継
続的に実施し ていく 。 新規の取
組である 期日前投票の移動支援
も 開始し た。

財政的な制約も ある 中で、 少
し でも 利用者の利便が向上す
る よ う なアイ デアや利用につ
ながる よ う なアイ デアを 、 他
自治体の事例も 積極的に活用
し て取り 組んでいき たい。

・ 現在準備中の神宮125社を 公
共交通で巡る モデルコ ース の紹
介など 、 観光客や来訪者に向け
た公共交通の利用促進や地域の
魅力の発信に関する 取組の継続
に期待し ま す。

・ 「 ～公共交通でゆく ～神宮
125社めぐ り 帖」 と し て、 ホー
ムページの公開を 行っ たほか、
モデルコ ース を 元にし たガイ ド
付き のウ ォ ーキングツ アーを 実
施し た。 バス 等を 利用し たツ
アー体験を通し て、 バス が実際
に使える 移動手段である と いう

認識を持っても ら っ た。

・ 現在、 政教分離を 考慮し 、
内容のリ ニュ ーアル工事を実
施し ている 。 よ り 公共交通や
地域のス ポッ ト に焦点を 当て
たページ構成と なる よ う に改
修し 、 引き 続き エリ アの公開
を進めていく 。 あわせて広報
やSNSでの周知も 実施し てい
き たい。

・ 市内を 運行する 地域間幹線系
統のう ち輸送量が低迷し ている
系統について、 引き 続き 、 利用
促進や系統維持に向け県や関係
者と 連携し て取組を 実施さ れる

よ う 期待し ま す。  

・ 市内の地域間幹線系統の中で
も 土路今一色線は特に利用が落
ち込んでおり 、 事業者から はこ
のま ま では運行を 継続でき ない
旨表明さ れている 。 路線の維持
に向けた事業に取り 組んでいる
ほか、 将来的な地域交通の在り
方についても 検討中である 。

・ 土路今一色線については、
地域旅客運送サービ ス 継続事
業を 活用し た路線の維持を検
討し たい。 その後やそれ以外
の路線・ 地域についても 策定
する 地域公共交通計画に基づ
き 、 交通の維持・ 改善に取り

組んでいき たい。

※前々回: 令和7年3月27日 10



5.直近2年間の二次評価の活用・ 対応状況

年度 二次評価結果
事業評価結果の反映状況

（ 具体的対応内容）
今後の対応方針

前
々
回

・ ５ 年ぶり に開催さ れた「 伊勢
ま つり 」 で、 バス ポス タ ーコ ン
ク ールの表彰式や作品展示を 行
い、 ま た小型電気バス の展示、
利用相談コ ーナーの設置等、 Ｐ

Ｒ に努めたこ と を 評価し ま す。

今年度も 引き 続き 「 伊勢ま つ
り 」 での啓発を 行っ たほか、 自
治体広報誌の表紙へのバス ポス
タ ー起用など 、 子ど も から 大人
ま で幅広い年代に対し バス のＰ
Ｒ に努めた。

将来のバス 利用者と なる 若年
層や、 バス 利用が多い高齢世
代に対し 、 動画コ ンテンツ を
活用し たＰ Ｒ や体験型の乗り
方教室など を企画し 、 啓発内
容のブラ ッ シュ アッ プを し て
いき たい。

・ 沼木地区自主運行バス につい
て、 引き 続き 、 関係者と 連携・
協働し 、 地域の声の把握、 現状
分析、 補助等支援のあり 方やダ
イ ヤ・ ルート 及び利用促進の検
討など の取組が進めら れる こ と

を期待し ま す。  

沼木バス 委員会の会議に参加し 、
今後の沼木地区自主運行バス の
在り 方について協議し た。 現行
の仕組みを継続する 場合、 ド ラ
イ バーの高齢化や車両の老朽化
（ 買い替え） が課題である こ と

を共有し た。

車両の更新を控えている こ と
から 、 国や県の補助金を 活用
し ながら 、 利用者の少ない定
時路線を デマンド 交通へ切り
替える など 、 効率的な運行を

地域と 検討し ていき たい。

・ 観光地と いう 特性も 踏ま え、
引き 続き 、 市外から の来訪者に
対する 公共交通に係る 情報発信
や公共交通に乗っ てみたく なる

よ う な利用促進を 期待し ま す。

現在、 摂社や末社を 含めた神宮
1 2 5 社を 公共交通機関で訪れて
も ら える よ う なモデルコ ース 付
き のホームページコ ンテンツ を
作成中。 市外から の外宮内宮線
以外のバス 等の利用促進につな
げたい。

左記のマッ プ作成後、 観光案
内所など へのＱ Ｒ コ ード の設
置・ SNSでの発信を行い認知
度の向上を図る 。 エリ アごと
に立ち寄り ス ポッ ト を 紹介し 、
観光利用につながる 取り 組み
を実施し たい（ 令和7年3月よ

り 開始） 。

※前々回: 令和6年3月21日 11



6.計画・ 評価の推進体制

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

公共交通
会議

❶ ❷ ❸ ❹ ❺ ❻

主な行事 ◆  ★  ◆

実施する
こ と

【 公共交通会議の実施状況（ 直近1年程度） 】

・ 令和６ 年度第３ 回 11月26日 主な議題: 計画策定、 伊勢玉城線の運賃改定、 夜間早朝交通対策部会の報告 など

・ 令和６ 年度第４ 回 12月25日 主な議題: 事業評価、 Ｒ 7.4のダイ ヤ変更、 計画策定 など

・ 令和６ 年度第５ 回 3月11日 主な議題: 計画策定と 現計画の延長 、 次年度事業計画、 神宮125社めぐ り  など

・ 令和７ 年度第１ 回 6月6日 主な議題: 事業報告、 フ ィ ーダー計画認定申請、 計画策定、 土路今一色線の再編、

                   日本版ラ イ ド シェ ア、 自動運転バス  など

・ 令和７ 年度第２ 回 9月1日 主な議題: 計画策定、 お試し 乗車券、 土路今一色線の再編、 神宮125社めぐ り  など

・ 令和７ 年度第３ 回 11月21日 主な議題: 計画策定、 Ｒ 8.4のダイ ヤ変更、 土路今一色線の再編 など

・ 令和７ 年度第４ 回 （ 書面）  主な議題: 事業評価など

年間単位のス ケジュ ール

事業実施
D

今年度事業の検証
C

P

次年度事業計画の
検討

実施状況確認、 課題改善検討

A

確保維持改善計画 （ 第三者評価委員会）
次年度予算要求

P伊勢市地域公共交通計画の策定

12



（別添１）

令和7年12月19日

協議会名：

評価対象事業名： 令和７年度地域公共交通確保維持改善計画（地域公共交通確保維持事業のうち地域内フィーダー系統関係）

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

公共交通サービスの地域格差の是正
や、交通弱者への病院や商業施設等
への日常的な交通手段の提供、市内
を放射状に運行する路線バスへの補
完など、公共交通サービスの充実を図
るため、公共交通の不便な地域のほか
市内の主要な施設を結ぶ路線を運行

【全体評価】
・おかげバスの目標は、コロナ後の生活様式の変化を踏まえ、
令和５年のフィーダー認定申請の際に目標値を再設定してい
る。
・今年度に設定したおかげバスの目標（令和７年度）は、令和６
年度の実績に対し伸び率2.6％としている。なお、環状線は、６
年度の目標値に対し伸び率3％を目標としている。
・沼木バスの目標は、利用者数が補助基準の下限基準（片道
あたり1名以上乗車）
・目標値を超えたものについては「Ａ評価」、目標値と実績値で
の比較で達成率90％以上のものを「Ｂ評価」、それ未満を「C評
価」とする。

鹿海・朝熊線(R6.10～R7.9)
〔いせトピア～朝熊町～いせトピア〕

C
【利用者数】　　　　　　　【1人あたり税金投入額】
目標：8,700人　　　　　　目標：1,280円
実績：7,307人　　　　　　実績：1,532円

東大淀・明野・小俣線(R6.10～R7.9)
〔伊勢赤十字病院、小俣図書館～近鉄
明野駅前～山大淀〕

A
【利用者数】　　　　　　　【1人あたり税金投入額】
目標：23,400人　　　　　目標：1,370円
実績：23,997人　　　　　実績：1,337円

二見線(R6.10～R7.9)
〔松下広場～浜郷小学校前/山商口～
五十鈴川駅前〕

C
【利用者数】　　　　　　　【1人あたり税金投入額】
目標：12,300人　　　　　目標：1,550円
実績：10,972人　　　　　実績：1,748円

辻久留・藤里線(R6.10～R7.9)
〔大倉うぐいす台～勢田町～伊勢市役
所正面〕

A
【利用者数】　　　　　　【1人あたり税金投入額】
目標：13,000人　　　　目標：1,520円
実績：14,648人　　　　実績：1,356円

環状線(R6.10～R7.9)
〔伊勢市駅前～伊勢病院前～伊勢市
駅前〕

A
【利用者数】　　　　　　【1人あたり税金投入額】
目標：59,700人　　　　目標：740円
実績：62,087人　　　　実績：718円

沼木地区自主運行バス　市内連絡用
（１）
〔床ノ木～横輪口～神薗〕
(R6.10～R7.9)

A
【利用者数】
目標：310人　　実績：　342人

沼木地区自主運行バス　市内連絡用
（２）
〔床ノ木～横輪口〕
(R6.10～R7.9)

C
【利用者数】
目標：930人　　実績：　333人

沼木地区自主運行バス　市内連絡用
（３）
〔床ノ木～横輪口～津村口〕
(R6.10～R7.9)

C
【利用者数】
目標：310人　　実績：　103人

沼木地区自主運行バス　市内連絡・買
物用（１）
〔床ノ木～横輪口～津村～度会町役場
前〕
(R6.10～R7.9)

A
【利用者数】
目標：1,550人　　実績：1,553人

伊勢地域公共交通会議

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況

伊勢市

三重交通株式会社

コミュニティバスの運行維持
⇒コミュニティバスの運行によ
り、自らの移動手段を持たない
交通弱者に対し買い物・通院等
の移動手段の維持・確保を実

施。

おかげバス環状線の運行と市
内を運行する路線バス等の利

用促進
⇒令和２年４月からの本格運行
を開始後、感染症の影響を受け
つつも継続的な運行を実施し、
利用者数は増加傾向。環状線
とおかげバスの他の路線、路線
バス、鉄道および地域運営乗合
タクシーとの乗り継ぎの際の、

乗継割引を継続して実施。

周知・利用促進活動の継続的
な実施

⇒伊勢まつりでのブース出展、
バスポスターコンクールやバス
の乗り方教室の開催など、バス
等に触れる機会の提供を継続し
て実施しているほか、伊勢市制
20周年を記念した「お試し乗車
券」の全戸配布など、幅広い世
代に認知し、利用してもらえるよ

うな機会の創出を実施。

沼木自主運行バスについて
⇒沼木バス委員会との会議で
今後の沼木地区自主運行バス
の在り方について協議した。現
行の仕組みを継続する場合、ド
ライバーの高齢化や車両の老

朽化（買い替え）が課題であるこ
とを共有した。また、もともと運

転免許を持っている人が多い世
代が高齢化するなかで、いかに
沼木バスの利用を生活に取り
入れてもらえるかが課題である

ことも共有した。

観光目的による公共交通機関
の利用促進

⇒神宮125社を公共交通機関で
訪れてもらえるようなモデルコー
スをホームページで公開した。
二見エリアについては、モデル
コースをもとにしたウォーキング
ツアーを開催し、公共交通や地
域の魅力を感じてもらう機会と
なった。市内の観光路線（外宮
内宮線など）以外の利用につな

げていきたい。

A

計画どおりバスを運行するととも
に、周知利用促進活動も実施す
るなど、事業は適切に実施され

た

・おかげバスについては、東大淀・明
野・小俣線と環状線で前年より利用者
が増加した。一方で、減少傾向にある
鹿海・朝熊線や二見線においては、地
域住民との意見交換会などを通じて利
用の調査を行い、それらを勘案したバ
ス停位置や路線の再編、ダイヤ改正な
どの検討が必要である。次期地域公共
交通計画にも改善予定路線として位置
づける。

   ・沼木バスは、通学利用がなくなった
ことで昨年度は補助基準を満たしてい
なかった系統が、定期的な利用客が現
れたことで補助基準を満たすようになっ
た。運行事業者のまちづくり協議会内
にある沼木バス委員会との情報共有を
引き続き積極的に実施し、利用者の動
向を継続して把握する。また、もともと
運転免許を持っている人が多い世代へ
の沼木バスの利用を促すことなど、課
題に協力して取り組んでいく。

・公共交通機関の周知・啓発手段とし
て、時刻表の作成配布、広報誌やSNS
アカウントでの情報発信、バスの乗り
方教室の開催、バスポスターコンクー
ルなどを実施している。今年度はバス
の乗り方がわかるチラシとともにお試し
乗車券を全戸配布した。今後は「バス
の乗り方」をわかりやすく解説した動画
コンテンツ（多言語）を活用し、非利用
者層の市民と観光客（インバウンド含
む）双方の利用率向上を目指していく。
また観光目的の公共交通機関による
来訪も回復基調であることから、次期
計画に観光客（インバウンド含む）に対
するアプローチを位置付け、取組中の
「公共交通でめぐる神宮125社めぐり」
についてもエリアを順次追加し、市外
への周知・利用啓発に取り組んでいき
たい。

・バスの利用環境の改善策として、環
状線における乗継割引券のサービス
や、標準的なバス情報フォーマットＧＴＦ
Ｓ-Ｊ Ｐでのデータ提供、キャッシュレス
決済サービスを継続して行う。また、今
年度から開始した選挙開催時の期日
前投票利用者の移動支援のほか、導
入したGoogleマップのリアルタイム表示
の周知や、待合環境改善のためのベ
ンチ設置、お試し乗車券のような新規
利用者の掘り起こしと利用の定着を図
る事業を今後も実施していきたい。



（別添１－２）

令和7年12月19日

協議会名：

評価対象事業名：

地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について

平成28年3月に策定、令和2年3月に改訂した伊勢市地域公共交通網形成計画において、伊勢市が目指す将来像を「気軽におでかけがで
き、交流と活力に満ちた地域社会を支える地域公共交通」とし、その実現に向け「私たちで創り、育む、持続性のある地域公共交通網の構
築」という基本理念を定めている。
目指すべき将来像や基本理念を実現するために、「日常生活で利用できる公共交通を目指す」、「公共交通を利用した観光交流人口の増
加を目指す」、「地域の関係者が協働・連携しながら自ら公共交通を支える」の3つの基本方針を定め、事業の推進を図っている。
その中で、「日常生活で利用できる公共交通を目指す」ために公共交通不便地域の解消、自らの移動手段を持たない交通弱者が、病院、
商業施設等への移動手段の確保、バス利用での利便性の向上、バスやバス停の周辺環境の改善、これらを実施するとともに、ルート・ダイ
ヤの見直しなどの効率化を図り、バス路線の維持・確保をしていく。

伊勢地域公共交通会議

令和７年度地域公共交通確保維持改善計画（地域公共交通確保維持事業のうち地域内フィーダー系統関係）


